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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザがスポーツをしているときにユーザの身
体の少なくとも一部分に対する外力の衝撃を軽減するス
マートスポーツ保護装置を提供する。
【解決手段】ユーザがスポーツをしているときにユーザ
の身体の少なくとも一部分に対する外力の衝撃を軽減す
るように、ユーザの身体の少なくとも一部分を被覆する
ためのベースボディデバイスと、ユーザがスポーツをし
ているときにユーザからリアルタイムでユーザの生物学
的データ、運動状態データおよび身体ジェスチャデータ
を含むユーザデータを収集するための回路デバイスであ
って、回路デバイスの少なくとも一部分がベースボディ
デバイスの内側に配置される、回路デバイスと、回路デ
バイスに電力を供給するための電源供給デバイスであっ
て、ベースボディデバイスの内側に配置される、電源供
給デバイスと、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザがスポーツをしているときに前記ユーザの身体の少なくとも一部分に対する外力
の衝撃を軽減するように、前記ユーザの身体の少なくとも前記一部分を被覆するためのベ
ースボディデバイスと、
　前記ユーザがスポーツをしているときに前記ユーザからリアルタイムで、前記ユーザの
生物学的データ、運動状態データおよび身体ジェスチャデータを含むユーザデータを収集
するための回路デバイスであって、前記回路デバイスの少なくとも一部分が前記ベースボ
ディデバイスの内側に配置される、前記回路デバイスと、
　前記回路デバイスに電力を供給するための電源供給デバイスであって、前記ベースボデ
ィデバイスの内側に配置される、前記電源供給デバイスと、
を備える、スマートスポーツ保護装置。
【請求項２】
　前記スマートスポーツ保護装置はスマート脚部ガードであり、前記ベースボディデバイ
スは、前記ユーザの脛が負傷するのを予防するように、前記ユーザがスポーツをしている
ときに前記ユーザの脛に対する前記外力の前記衝撃を軽減するように、前記ユーザの脛の
少なくとも一部分を被覆する、請求項１に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項３】
　前記回路デバイスは、
　前記ユーザデータを収集するためのデータ収集ユニットであって、前記ユーザの生物学
的データを収集するためのバイオセンシングモジュール、前記ユーザの身体ジェスチャデ
ータを収集するためのジェスチャセンシングモジュール、および前記ユーザの運動状態デ
ータを収集するための運動センシングモジュールを含む、前記データ収集ユニットと、
　前記データ収集ユニットの収集動作を制御するための第１の処理ユニットと、
を備える、請求項１に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項４】
　前記バイオセンシングモジュールの少なくとも一部分は、前記ユーザの身体と接触する
前記ベースボディデバイスの内面上に配置され、
　前記バイオセンシングモジュールは、前記ユーザのリアルタイムの心拍数データを検出
するための心拍数センサ、前記ユーザのリアルタイムの心電データを検出するための心電
センサ、前記ユーザのリアルタイムの脈拍データを検出するための脈拍センサ、前記ユー
ザのリアルタイムの血中酸素データを検出するための血中酸素センサ、前記ユーザのリア
ルタイムの体温データを検出するための体温センサ、前記ユーザのリアルタイムの筋電位
データを検出するための筋電位センサ、および前記ユーザのリアルタイムの血圧データを
検出するための血圧センサのうちの少なくとも１つを備える、請求項３に記載のスマート
スポーツ保護装置。
【請求項５】
　前記心拍数センサ、前記心電センサ、前記脈拍センサおよび前記血中酸素センサのうち
の少なくとも１つは、前記ベースボディデバイスが前記ユーザの身体の少なくとも前記一
部分を被覆するときに、外部の光による影響を受けることなく、前記ベースボディデバイ
スおよび前記ユーザの身体の少なくとも前記一部分によって形成される閉鎖空間において
光を放出および受信する光トランシーバを備える、請求項４に記載のスマートスポーツ保
護装置。
【請求項６】
　前記筋電位センサは、同じ高さでかつ前記内面の最も外側の２つの縁部にそれぞれ設け
られる２つの電極を備える、請求項４に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項７】
　前記ジェスチャセンシングモジュールは、前記ユーザの身体と接触する前記ベースボデ
ィデバイスの内面と、前記ユーザの身体と接触しない前記ベースボディデバイスの外面と
の間に設けられ、
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　前記ジェスチャセンシングモジュールは、前記ユーザのリアルタイムの傾斜回転角度デ
ータを検出するためのジャイロスコープセンサ、前記ユーザのリアルタイムの加速度デー
タを検出するための加速度センサ、前記ユーザのリアルタイムの方位データまたは方向デ
ータを検出するための地球磁場センサ、および前記ユーザのリアルタイムの標高データお
よび気圧データを検出するための気圧センサのうちの少なくとも１つを備える、
請求項３に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項８】
　前記運動センシングモジュールの少なくとも一部分は、前記ユーザの身体と接触する前
記ベースボディデバイスの内面と、前記ユーザの身体と接触しない前記ベースボディデバ
イスの外面との間に設けられ、
　前記運動センシングモジュールは、複数の衛星信号トランスミッタからそれぞれ受信さ
れる衛星信号の信号パラメータおよび前記複数の衛星信号トランスミッタの既知の位置デ
ータに応じて前記ユーザのリアルタイムの位置データを判定するように、前記複数の衛星
信号トランスミッタから前記衛星信号を受信するための衛星信号レシーバを備える、
請求項３に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項９】
　前記衛星信号レシーバおよび前記複数の衛星信号トランスミッタは全地球測位システム
（ＧＰＳ）規格に準拠する、請求項８に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項１０】
　前記回路デバイスはさらに、前記ユーザデータを格納するための格納ユニットを備える
、請求項３に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項１１】
　前記回路デバイスはさらに、携帯端末に無線で前記ユーザデータを送信するための第１
の無線通信ユニットを備える、請求項３に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項１２】
　前記第１の無線通信ユニットは、ＢｌｕｅｔｏｏｔｈおよびＷｉｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄ
ｅｌｉｔｙ（Ｗｉ－Ｆｉ）を含む通信規格のうちの少なくとも１つに準拠する、請求項１
１に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項１３】
　前記回路デバイスはさらに、
　サーバが、前記ユーザデータに基づいて、特定の時点の前記ユーザデータを表示するこ
と、特定の期間中の前記ユーザの変位を算出すること、特定の時点の前記ユーザの速度を
算出すること、特定の期間中の前記ユーザの平均速度を算出すること、特定の期間中の前
記ユーザの最大速度および最小速度を算出すること、特定の時点の前記ユーザの加速度を
算出すること、特定の期間中の前記ユーザの移動軌跡を描くこと、特定の時点の前記ユー
ザの生理学的状態を分析すること、特定の時点の前記ユーザの身体ジェスチャを提示する
こと、前記ユーザの特定の高度なアクションのパフォーマンスの質および適時性を分析す
ること、ならびに前記ユーザの運動能力、技術レベルおよび／またはトレーニング結果を
評価することのうちの少なくとも１つを行うように、基地局装置を経由して無線で前記サ
ーバに前記ユーザデータを送信するための、第２の無線通信ユニットと、
　前記第２の無線通信ユニットの無線送信動作を制御するための第２の処理ユニットと、
を備える、請求項３に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項１４】
　前記第２の無線通信ユニットはさらに、複数の基地局装置によってそれぞれ受信される
ビーコンデータの信号パラメータおよび前記複数の基地局装置の既知の位置データに応じ
て前記ユーザのリアルタイムの位置データを判定するように、前記複数の基地局装置に前
記ビーコンデータを送信する、請求項１３に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項１５】
　前記第２の無線通信ユニットおよび前記基地局装置は、超広帯域（ＵＷＢ）、チャープ
スペクトラム拡散（ＣＳＳ）および移動体通信を含む通信規格のうちの少なくとも１つに



(4) JP 2017-29701 A 2017.2.9

10

20

30

40

50

準拠する、請求項１３に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項１６】
　前記第２の無線通信ユニットは、
　送信されるデータをリアルタイムで無線周波信号に変換するための無線周波数モジュー
ルであって、前記送信されるデータは前記ユーザデータまたは前記ビーコンデータを含む
、前記無線周波数モジュールと、
　前記無線周波信号を外部に放射するためのアンテナモジュールであって、前記ユーザの
身体と接触しない前記ベースボディデバイスの外面上に設けられる、前記アンテナモジュ
ールと、
を備える、請求項１４に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項１７】
　前記アンテナモジュールは、フレキシブル回路の形態で前記外面上に直接的に印刷され
るかまたは埋め込まれる、請求項１６に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項１８】
　前記回路デバイスはさらに、前記ユーザの使用要件に応じて、前記電源供給デバイスか
ら前記第１の処理ユニットおよび／または前記第２の処理ユニットに前記電力を選択的に
供給するための動力管理ユニットを備える、請求項１３に記載のスマートスポーツ保護装
置。
【請求項１９】
　前記回路デバイスおよび前記電源供給デバイスは、一体形成され、前記ベースボディデ
バイス内で同じ方向に傾斜する、請求項１に記載のスマートスポーツ保護装置。
【請求項２０】
　前記回路デバイスおよび前記電源供給デバイスは、前記ベースボディデバイスに着脱可
能なように設けられる、請求項１９に記載のスマートスポーツ保護装置。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　相互参照
　本願は、２０１５年７月６日出願の「スマートスポーツ保護装置（ＳＭＡＲＴ　ＳＰＯ
ＲＴＳ　ＰＲＯＴＥＣＴＩＶＥ　ＡＰＰＡＲＡＴＵＳ）」という名称の中国特許出願第２
０１５１０３９２０４７．１号の利益および優先権を主張するものであり、その開示はこ
こにその全体が援用される。
【０００２】
　技術分野
　本開示は、ウェアラブルデバイス、より詳細には、スマートスポーツ保護装置に関する
。
【背景技術】
【０００３】
　従来のスポーツ保護装置とは、身体的負傷からアスリートを保護するように、アスリー
トに加えられる圧力および衝撃力を分散および緩衝するためにスポーツの試合およびトレ
ーニングに頻繁に用いられる器具である。しかし、それ以外の機能は有さず、現代スポー
ツの要件を満たすことはできない。例えば、現代スポーツでは、アスリートのトレーニン
グおよび評価のための科学的な参考資料を提供するように、試合およびトレーニング中に
アスリートの関連するデータを検出することが期待される。
【０００４】
　この理由から、アスリートは通常、保護装置に加えて汎用のスマートウェアラブルデバ
イス（例えば、従来のスマートハンドリング）を装着する必要があり、日々の生活の中で
アスリートの練習、睡眠、飲食などに関係するリアルタイムのデータをモニタリングする
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デバイスを、こうしたデータを用いることによってトレーニングをガイドするように使用
する必要がある。
【０００５】
　しかし、汎用のスマートウェアラブルデバイスは、データ測定の点で正確度が乏しく、
その中に採用されるセンサおよび技術は通常比較的ユニット型であり、したがって、専門
的なトレーニングおよび評価の要件を満たすことができない。例えば、現時点では、汎用
のスマートウェアラブルデバイスは通常、アスリートの変位および速度を算出する加速度
センサを採用し、これは、比較的大きい測定エラーを引き起こし、したがって、アスリー
トが技術レベルを正確に改善するのを助けることを不可能にする。
【発明の概要】
【０００６】
　上に説明した技術的課題を解決するために、本開示の一態様によれば、ユーザがスポー
ツをしているときにユーザの身体の少なくとも一部分に対する外力の衝撃を軽減するよう
に、ユーザの身体の少なくとも一部分を被覆するためのベースボディデバイスと、ユーザ
がスポーツをしているときにユーザからリアルタイムで、ユーザの生物学的データ、運動
状態データおよび身体ジェスチャデータを含むユーザデータを収集するための回路デバイ
スであって、回路デバイスの少なくとも一部分がベースボディデバイスの内側に配置され
る、回路デバイスと、回路デバイスに電力を供給するための電源供給デバイスであって、
ベースボディデバイスの内側に配置される、電源供給デバイスと、を備える、スマートス
ポーツ保護装置を提供する。
【０００７】
　本開示の一実施形態では、スマートスポーツ保護装置はスマート脚部ガードであり、ベ
ースボディデバイスは、ユーザの脛が負傷するのを予防するように、ユーザがスポーツを
しているときにユーザの脛に対する外力の衝撃を軽減するように、ユーザの脛の少なくと
も一部分を被覆する。
【０００８】
　本開示の一実施形態では、スマートスポーツ保護装置は、スマート手首ガード、スマー
ト膝ガードまたはスマートヘッドバンドであり、ベースボディデバイスは、ユーザの手首
、膝または頭部が負傷するのを予防するように、ユーザがスポーツをしているときにユー
ザの手首、膝または頭部に対する外力の衝撃を軽減するように、ユーザの手首、膝または
頭部の少なくとも一部分を被覆する。
【０００９】
　本開示の一実施形態では、回路デバイスは、ユーザデータを収集するための、データ収
集ユニットであって、ユーザの生物学的データを収集するためのバイオセンシングモジュ
ール、ユーザの身体ジェスチャデータを収集するためのジェスチャセンシングモジュール
、およびユーザの運動状態データを収集するための運動センシングモジュールを含む、デ
ータ収集ユニットと、データ収集ユニットの収集動作を制御するための、第１の処理ユニ
ットと、を備える。
【００１０】
　本開示の一実施形態では、バイオセンシングモジュールの少なくとも一部分は、ユーザ
の身体と接触するベースボディデバイスの内面上に配置され、バイオセンシングモジュー
ルは、ユーザのリアルタイムの心拍数データを検出するための心拍数センサ、ユーザのリ
アルタイムの心電データを検出するための心電センサ、ユーザのリアルタイムの脈拍デー
タを検出するための脈拍センサ、ユーザのリアルタイムの血中酸素データを検出するため
の血中酸素センサ、ユーザのリアルタイムの体温データを検出するための体温センサ、ユ
ーザのリアルタイムの筋電位データを検出するための筋電位（ｍｙｏｅｌｅｔｒｉｃｉｔ
ｙ）センサ、ユーザのリアルタイムの血圧データを検出するための血圧センサのうちの少
なくとも１つを備える。
【００１１】
　本開示の一実施形態では、心拍数センサ、心電センサ、脈拍センサおよび血中酸素セン
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サのうちの少なくとも１つは、ベースボディデバイスがユーザの身体の少なくとも一部分
を被覆するときに、外部の光による影響を受けることなく、ベースボディデバイスおよび
ユーザの身体の少なくとも一部分によって形成される閉鎖空間において光を放出および受
信する光トランシーバを備える。
【００１２】
　本開示の一実施形態では、筋電位センサは、同じ高さでかつ内面の最も外側の２つの縁
部にそれぞれ設けられる２つの電極を備える。
【００１３】
　本開示の一実施形態では、ジェスチャセンシングモジュールは、ユーザの身体と接触す
るベースボディデバイスの内面とユーザの身体と接触しないベースボディデバイスの外面
との間に設けられ、ジェスチャセンシングモジュールは、ユーザのリアルタイムの傾斜回
転角度データを検出するためのジャイロスコープセンサ、ユーザのリアルタイムの加速度
データを検出するための加速度センサ、ユーザのリアルタイムの方位データまたは方向デ
ータを検出するための地球磁場センサ、およびユーザのリアルタイムの標高データおよび
気圧データを検出するための気圧センサのうちの少なくとも１つを備える。
【００１４】
　本開示の一実施形態では、運動センシングモジュールの少なくとも一部分が、ユーザの
身体と接触するベースボディデバイスの内面と、ユーザの身体と接触しないベースボディ
デバイスの外面との間に設けられ、運動センシングモジュールは、複数の衛星信号トラン
スミッタからそれぞれ受信される衛星信号の信号パラメータおよび複数の衛星信号トラン
スミッタの既知の位置データに応じてユーザのリアルタイムの位置データを判定するよう
に、複数の衛星信号トランスミッタから衛星信号を受信するための衛星信号レシーバを備
える。
【００１５】
　本開示の一実施形態では、衛星信号レシーバおよび複数の衛星信号トランスミッタは全
地球測位システム（ＧＰＳ：ｇｌｏｂａｌ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）規
格に準拠する。
【００１６】
　本開示の一実施形態では、回路デバイスはさらに、ユーザデータを格納するための格納
ユニットを備える。
【００１７】
　本開示の一実施形態では、回路デバイスはさらに、携帯端末に無線でユーザデータを送
信するための第１の無線通信ユニットを備える。
【００１８】
　本開示の一実施形態では、第１の無線通信ユニットは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）およびＷｉｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ（Ｗｉ－Ｆｉ）を含む通信規格のうちの少
なくとも１つに準拠する。
【００１９】
　本開示の一実施形態では、回路デバイスはさらに、サーバが、ユーザデータに基づいて
、特定の時点のユーザデータを表示すること、特定の期間中のユーザの変位を算出するこ
と、特定の時点のユーザの速度を算出すること、特定の期間中のユーザの平均速度を算出
すること、特定の期間中のユーザの最大速度および最小速度を算出すること、特定の時点
のユーザの加速度を算出すること、特定の期間中のユーザの移動軌跡を描くこと、特定の
時点のユーザの生理学的状態を分析すること、特定の時点のユーザの身体ジェスチャを提
示すること、ユーザの特定の高度なアクションのパフォーマンスの質および適時性を分析
すること、ならびにユーザの運動能力、技術レベルおよび／またはトレーニング結果を評
価することのうちの少なくとも１つを行うように、基地局装置を経由して無線でサーバに
ユーザデータを送信するための第２の無線通信ユニットと、第２の無線通信ユニットの無
線送信動作を制御するための第２の処理ユニットと、を備える。
【００２０】
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　本開示の一実施形態では、第２の無線通信ユニットはさらに、複数の基地局装置によっ
てそれぞれ受信されるビーコンデータの信号パラメータおよび複数の基地局装置の既知の
位置データに応じてリアルタイムのユーザの位置データを判定するように、複数の基地局
装置にビーコンデータを送信する。
【００２１】
　本開示の一実施形態では、第２の無線通信ユニットおよび基地局装置は、超広帯域（Ｕ
ＷＢ：ｕｌｔｒａ　ｗｉｄｅ　ｂａｎｄ）、チャープスペクトラム拡散（ＣＳＳ：ｃｈｉ
ｒｐ　ｓｐｒｅａｄ　ｓｐｅｃｔｒｕｍ）、移動体通信を含む通信規格のうちの少なくと
も１つに準拠する。
【００２２】
　本開示の一実施形態では、第２の無線通信ユニットは、送信されるデータをリアルタイ
ムで無線周波信号に変換するための無線周波数モジュールであって、送信されるデータは
ユーザデータまたはビーコンデータを含む、無線周波数モジュールと、無線周波信号を外
部に放射するための、アンテナモジュールであって、ユーザの身体と接触しないベースボ
ディデバイスの外面上に設けられる、アンテナモジュールと、を備える。
【００２３】
　本開示の一実施形態では、フレキシブル回路の形態で外面上に直接的に印刷されるかま
たは埋め込まれる。
【００２４】
　本開示の一実施形態では、回路デバイスはさらに、ユーザの使用要件に応じて、電源供
給デバイスから第１の処理ユニットおよび／または第２の処理ユニットに電力を選択的に
供給するための動力管理ユニットを備える。
【００２５】
　本開示の一実施形態では、回路デバイスおよび電源供給デバイスは、一体形成され、ベ
ースボディデバイス内で同じ方向に傾斜する。
【００２６】
　本開示の一実施形態では、回路デバイスおよび電源供給デバイスは、ベースボディデバ
イスに着脱可能なように設けられる。
【００２７】
　本開示の実施形態によるスマートスポーツ保護装置を採用することにより、ユーザのト
レーニングおよび評価のための科学的な参考資料を提供するように、追加の装備を加える
ことなく負傷からユーザの身体を保護しながら、後で分析するためにユーザの関係するリ
アルタイムのデータを好都合に収集することができる。
【００２８】
　本開示の他の特徴および利点は、以下の明細書に説明し、明細書から部分的に明らかで
あり、本開示を実施することによって理解することができる。本開示の目的および他の利
点は、具体的には明細書、請求項および添付の図面に明示した構造によって実施および獲
得することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本開示の実施形態によるスマートスポーツ保護装置の概略図を示す。
【図２】本開示の実施形態による回路デバイスの概略図を示す。
【図３】本開示の実施形態によるデータ収集ユニットの概略図を示す。
【図４】本開示の実施形態の特定の例によるバイオセンシングモジュールの概略図を示す
。
【図５】本開示の実施形態の特定の例によるアンテナモジュールの概略図を示す。
【図６】本開示の実施形態の特定の例による回路デバイスおよび電源供給デバイスの概略
図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
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　添付の図面を参照しながら本開示による様々な実施形態を詳細に説明する。ここで、実
質的に同じかまたは似た構造および機能を有する構成部品には同じ参照番号が付与され、
それらの繰返しの説明は省略されることが留意される。
【００３１】
　一方では、従来のスポーツ保護装置はアスリートの身体に対するスポーツによる負傷を
低減する以外の機能を有さず、他方では、汎用のスマートウェアラブルデバイスはデータ
測定の点で正確度が乏しく、したがって、専門的なスポーツトレーニングおよび評価に利
用できないという現行の技術的課題に関して、本発明者は、従来のスポーツ保護装置に対
してインテリジェント化されるように再構築を行うことができ、そうすることで、情報化
、視覚化およびデジタル化されたモニタリングを用いてアスリートが科学的なトレーニン
グおよび評価を実行するのを助けるように、負傷の予防に加えて、その装置がアスリート
のスポーツ活動を正確にモニタリングできるようにすることを実現する。
【００３２】
　本明細書では以下に、本開示の実施形態によるスマートスポーツ保護装置の構造の概略
図を、図１を参照しながら説明する。
【００３３】
　図１は本開示の実施形態によるスマートスポーツ保護装置の概略図を示す。
【００３４】
　図１に示すように、スマートスポーツ保護装置１００が、ベースボディデバイス１１０
、回路デバイス１２０および電源供給デバイス１３０を含む。
【００３５】
　ベースボディデバイス１１０は、ユーザがスポーツをしているときにユーザの身体の少
なくとも一部分に対する外力の衝撃を軽減するように、ユーザの身体の少なくともその一
部分を被覆することができる（例えば、ユーザはアスリート、球技の選手、トレーニング
を受ける人、または他のどのような人でもよい）。明らかに、これは、骨折などの負傷か
らユーザの身体を保護および予防することができる。例えば、ユーザの身体は、ユーザの
頭部および頸部、体幹（例えば、胸部、腹部、背部、股など）、四肢（手、手首、上肢、
肩、下肢、足首、足など）などとすることができる。
【００３６】
　回路デバイス１２０の少なくとも一部分をベースボディデバイス１１０の内側に配置す
ることができ、回路デバイス１２０は、ユーザがスポーツをしているときにユーザからリ
アルタイムで、ユーザの生物学的データ、運動状態データおよび身体ジェスチャデータを
含むユーザデータを収集することができる。
【００３７】
　電源供給デバイス１３０は、ベースボディデバイス１１０の内側に配置することができ
、回路デバイス１２０に電力を供給することができる。一例では、電源供給デバイス１３
０は、回路デバイス１２０に電力を供給しそれぞれのシステム構成要素間の電力の分配を
管理するための電源供給管理デバイスである。
【００３８】
　図１に示すように、装置１００は、ユーザの身体のそれぞれの部位をスポーツによる負
傷から保護するための様々な種類のスポーツ保護装置とすることができる。例えば、頭部
ガード、肩プロテクタ、手プロテクタ、肘ガード、手首ガード、腰プロテクタ、脚部ガー
ド、膝ガード、足首ガード、複合スポーツプロテクタまたは他のスポーツ保護装置を含む
が、それらに限定されない。
【００３９】
　一実施形態では、装置１００は、ユーザの脛を保護するためのスマート脚部ガードとす
ることができる。この場合、ベースボディデバイス１１０は、ユーザの脛の骨折などの負
傷を予防するように、ユーザがスポーツをしているときにユーザの脛の少なくとも一部分
に対する外力の衝撃を軽減するように、ユーザの脛の少なくともその一部分を被覆するこ
とができる。明らかに、本開示はこれに限定されない。上で説明したように、装置１００
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は、ユーザの手首、膝または頭部をそれぞれ保護するための、スマート手首ガード、スマ
ート膝ガードまたはスマートヘッドバンドなど、他のスポーツ保護装置とすることもでき
る。
【００４０】
　本開示の実施形態では、より良好な保護効果を実現するために、装置１００では、ユー
ザの身体を被覆するのに適切なものになるようにベースボディデバイス１１０の形状を設
計することができる。
【００４１】
　例えば、装置１００が脚部ガードである場合、ベースボディデバイス１１０はユーザの
脛の弧形の表面と合う形状を有する。すなわち、ベースボディデバイス１１０は、ユーザ
の脛骨のほとんどのまたは全ての領域を遮蔽するように、ある一定の長さの湾曲した横断
面および縦断面を有する。
【００４２】
　次に、図１に示すように、装置１００は内面１１０ａおよび外面１１０ｂの少なくとも
２つの面を含む。
【００４３】
　内面１１０ａはユーザの身体と接触する面である。好ましくは、より良好なユーザ保護
を実現するために、装置１００は、落ちないように、比較的強い力でユーザの身体に固定
することができる。こうした力により、内面１１０ａがユーザの身体にしっかりと取り付
けられ、そうすることで、内面１１０ａとユーザの身体の皮膚との間に、相対的な閉鎖環
境空間が形成される。
【００４４】
　この理由から、装置１００は、ユーザの身体の少なくとも一部分にベースボディデバイ
ス１１０を固定するための固定デバイス（図示せず）を含むこともできる。例えば、固定
デバイスは、結束バンド、Ｖｅｌｃｒｏストラップなどとすることができる。
【００４５】
　外面１１０ｂはユーザの身体と接触しない面である。すなわち、外面１１０ｂおよび内
面１１０ａはスマートスポーツ保護装置１００の反対側の２つの面である。好ましくは、
外面１１０ｂは耐摩耗性の材料から作製することができる。
【００４６】
　本開示の実施形態では、情報化、視覚化およびデジタル化されたモニタリングを用いて
ユーザが科学的なトレーニングおよび評価を実行するのを助けるように、ユーザがスポー
ツをしているときのユーザの調子をスポーツ保護装置１００が賢くモニタリングできるよ
うにするために、装置１００は、スポーツをしている時点で（例えば、ユーザが試合をし
ているとき、トレーニングをしているときまたは休憩しているときにも）ユーザの生物学
的データ、運動状態データおよび身体ジェスチャデータを収集できる回路デバイス１２０
を備える。
【００４７】
　図２は、本開示の実施形態による回路デバイス１２０の概略図を示す。
【００４８】
　図２に示すように、回路デバイス１２０はデータ収集ユニット１２１および第１の処理
ユニット１２２を含む。
【００４９】
　データ収集ユニット１２１は、ユーザの生物学的データ、運動状態データおよび身体ジ
ェスチャデータを含むユーザデータを収集することができる。
【００５０】
　第１の処理ユニット１２２は、データ収集ユニット１２１の収集動作を制御することが
できる。さらに、第１の処理ユニット１２２は、データ収集ユニット１２１によって収集
されるデータに関係する前処理動作を制御することもできる。例えば、前処理動作は、収
集されるデータの増幅、フィルタリング、ノイズ除去およびデジタル／アナログ変換動作
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でよい。
【００５１】
　一実施形態では、データ収集ユニット１２１は独立した複数のセンシングモジュールを
含む。しかし、本開示はこれに限定されない。明らかに、データ収集ユニット１２１は、
様々な種類のデータ収集機能を有する単一のセンシングモジュールから構成することもで
きる。
【００５２】
　図３は本開示の実施形態によるデータ収集ユニット１２１の概略図を示す。
【００５３】
　図３に示すように、データ収集ユニット１２１は、ユーザの生物学的データを収集する
ためのバイオセンシングモジュール１２１１、ユーザの身体ジェスチャデータを収集する
ためのジェスチャセンシングモジュール１２１２、およびユーザの運動状態データを収集
するための運動センシングモジュール１２１３を含む。
【００５４】
　各センシングモジュールのそれぞれの機能に応じて、バイオセンシングモジュール１２
１１、ジェスチャセンシングモジュール１２１２および運動センシングモジュール１２１
３は、ベースボディデバイス１１０の様々な位置に配置することができる。
【００５５】
ユーザの生物学的データを収集するために、バイオセンシングモジュール１２１１の少な
くとも一部分は、生物学的信号（生理学的信号、生命徴候信号）を収集しそれらを電気信
号に変換する機能を実装するように、ユーザの身体と接触した状態にすることができる。
【００５６】
　例えば、一実施形態では、バイオセンシングモジュール１２１１の少なくとも一部分は
、ベースボディデバイス１１０の内面１１０ａ上に配置され、バイオセンシングモジュー
ル１２１１は、ユーザのリアルタイムの心拍数のデータを検出するための心拍数センサ、
ユーザのリアルタイムの心電データを検出するための心電センサ、ユーザのリアルタイム
の脈拍のデータを検出するための脈拍センサ、ユーザのリアルタイムの血中酸素のデータ
を検出するための血中酸素センサ、ユーザのリアルタイムの体温のデータを検出するため
の体温センサ、ユーザのリアルタイムの筋電位のデータを検出するための筋電位センサ、
ユーザのリアルタイムの血圧のデータを検出するための血圧センサなどのうちの少なくと
も１つを含むことができる。
【００５７】
　一実施形態では、バイオセンシングモジュール１２１１は、ユーザの心拍数、心電、脈
拍、血中酸素含量などを測定するように、血管内の血中ヘモグロビンの吸収度の変化を用
いることによって、例えば、緑色光および赤外光の光線放出回路および反射光受信回路を
用いることによって生物学的データを測定する、光電子伝送測定法を採用するセンサとす
ることができる。
【００５８】
　すなわち、心拍数センサ、心電センサ、脈拍センサおよび血中酸素センサのうちの少な
くとも１つが、ベースボディデバイスがユーザの身体の少なくとも一部分を被覆するとき
に、外部の光による影響を受けることなしにベースボディデバイスおよびユーザの身体の
少なくとも一部分によって形成される閉鎖空間で光を放出および受信する光トランシーバ
を含む。この場合、光トランシーバは、光学的手法で生物学的データを検出するように、
内面１１０ａ上に設けることができる。
【００５９】
　別の実施形態では、バイオセンシングモジュール１２１１は心電測定法を採用するセン
サとすることもでき、その心電測定法は、生物学的データを測定するためにヒトの心臓が
拍動する度に発生する心臓の電気の変化を感知し、例えば、ユーザの心臓の電気の変動の
大きさを収集するようにセンサの磁極片を使用し、次いで、観察が簡単な１分当たりの拍
動数（ＢＰＭ：ｂｅａｔｓ　ｐｅｒ　ｍｉｎｕｔｅ）の数値に変換するように、有線また
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は無線の伝送技術を用いてそれを処理チップに伝送する。
【００６０】
　すなわち、心拍数センサ、心電センサ、脈拍センサおよび筋電位センサのうちの少なく
とも１つが、ベースボディデバイスがユーザの身体の少なくとも一部分を被覆するときに
、外部の干渉による影響を受けることなく、ユーザの身体の皮膚と接触する電極を２つ含
む。この場合、２つの電極を内面１１０ａ上に設けることができる。好ましくは、同じ高
さでかつそれぞれ内面１１０ａの最も外側の２つの縁部に設けられ、そうすることで、検
出の正確度を上昇させるように、それらの間の距離が最大になる。
【００６１】
　別の実施形態では、バイオセンシングモジュール１２１１は、オシロメトリ法を採用す
る血圧センサとすることもできる。血圧センサは、排気中に発生する振動波を捕捉し、あ
る一定のアルゴリズムを用いてそれを血圧値に変換するための、吸気／排気要素および検
波要素を含む。
【００６２】
　あるいは、バイオセンシングモジュール１２１１は、個体、液体または気体は温度の影
響を受けた熱膨張および熱収縮を有するという原理、気体（または蒸気）の圧力は体積が
一定の条件で温度と共に変化するという原理、抵抗は温度と共に変化するという原理など
に基づいて、ユーザの体温を測定するための体温センサとすることもできる。
【００６３】
　上記のいくつかの例によってバイオセンシングモジュール１２１１を説明してきたが、
本開示はそれらに限定されない。明らかに、バイオセンシングモジュール１２１１は他の
バイオセンサとすることもできる。
【００６４】
　したがって、システム内に構築される様々な種類の生理学的情報センサを用いることに
よって、限定されないが、心拍数、脈拍、血中酸素、血圧、心電、体温、筋肉の調子など
を含む、アスリートのリアルタイムの生理学的情報を収集することができる。
【００６５】
　本明細書で以下に、分かり易くするために、バイオセンシングモジュール１２１１の細
部の構成を、図４を参照しながら特定の一例において説明する。特定の例では、スマート
スポーツ保護装置が脚部ガードであると仮定する。手首ガード、膝ガードなど、他のスポ
ーツ保護装置にバイオセンシングモジュール１２１１の構成を利用することもできること
が冗長な説明なしに明らかである。
【００６６】
　図４は、本開示の実施形態の特定の例によるバイオセンシングモジュールの概略図を示
す。
【００６７】
　図４を参照すると、スマート脚部ガードの内面１１０ａの中央領域に光電子センサが設
けられる。脚部ガードの内面上に生理学的信号を収集するための光電子センサを位置決め
することによって、血管は異なる周波帯の光に対して異なる反射率を有するという原理に
基づいて、関係する生理学的情報を正確に測定することができる。さらに、脚部ガードが
装着された後に脚部ガードとユーザの下肢との間に形成されるぴったりとした嵌め合いに
より、他の光源による反射への干渉が存在しない相対的な閉鎖環境にセンサがあるように
することができ、そうすることで、センサは理想的な環境で動作することができる。した
がって、測定手順は信頼でき、したがって、収集される生理学的データは正確である。
【００６８】
　さらに、図４に示すように、２つの導電性接点（電極または磁極片）は、スマート脚部
ガードの内面１１０ａの下側領域で同じ高さの左縁部および右縁部にそれぞれ配置される
。例えば、これら２つの導電性接点は、筋肉の調子を取得するように、筋電位分析を行う
ために生体電気信号を収集することができる。２つの導電性接点間の距離が最も大きいの
で、生体電流を感知するための感度が最大にされ、そうすることで、検出の正確度が最大
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にされる。
【００６９】
　さらに、図４を参照すると、脚部ガードを簡単にオン／オフにするために、脚部ガード
の内面１１０ａ上に（例えば、図４に示すように、脚部ガードの右上の角に）システムス
イッチを配置することができる。しかし、システムスイッチが内面１１０ａから突出する
場合は、脚部ガードを装着するユーザは、下肢の対応する位置で不快な感覚を有すること
があり、ユーザの皮膚は擦りむける可能性があり、システムスイッチを誤って簡単に操作
させることがある。この理由から、システムスイッチは、隠された（すなわち、内面から
突出しない）システムスイッチとして設けることができ、そうすることで、脚部ガードの
内面は、やはり、突出した構造を有さずに滑らかな湾曲面になる。
【００７０】
　本開示の実施形態では、ジェスチャセンシングモジュール１２１２は、ユーザの身体と
直接的に接する必要がないので、外力によって損傷を受けないことを保証するためにスポ
ーツ保護装置の機械的強度をできる限り利用するように、ベースボディデバイス１１０の
内部に配置することができる。
【００７１】
　一実施形態では、ジェスチャセンシングモジュール１２１２は、内面１１０ａと外面１
１０ｂとの間に設けることができ、ユーザのリアルタイムの傾斜回転角度データを検出す
るためのジャイロスコープセンサ、ユーザのリアルタイムの加速度データを検出するため
の加速度センサ、ユーザのリアルタイムの方位データまたは方向データを検出するための
地球磁場センサ、ユーザのリアルタイムの標高データおよび気圧データを検出するための
気圧センサなどのうちの少なくとも１つを含むことができる。明らかに、本開示はこれに
限定されない。ジェスチャセンシングモジュール１２１２は既知の他のジェスチャセンサ
とすることができる。
【００７２】
　したがって、システム内に構築される、関係するジェスチャセンサを用いることによっ
て、アスリートの身体ジェスチャデータをリアルタイムで収集することができ、アスリー
トの身体ジェスチャをジェスチャ提示アルゴリズムおよびデータモデルと組み合わせてリ
アルタイムで提示することができる。
【００７３】
　本開示の実施形態では、内面１１０ａと外面１１０ｂとの間に運動センシングモジュー
ル１２１３の少なくとも一部分を設けることができる。好ましくは、運動センシングモジ
ュール１２１３が無線信号を外側から受信するかまたは無線信号を外部に送信する必要が
あるときは、無線信号の送信および受信の強度を上昇させるように、運動センシングモジ
ュール１２１３の少なくとも一部分が、できる限り装置１００の絶縁体によってブロック
されないように配置される。反対に、運動センシングモジュール１２１３は、無線信号を
送信または受信する必要がないときは、損傷を防止するように完全にベースボディデバイ
ス１１０の内側に位置決めすることができる。
【００７４】
　一実施形態では、運動センシングモジュール１２１３は、ユーザのリアルタイムの測位
動作のために複数の衛星信号トランスミッタから衛星信号を受信するための衛星信号レシ
ーバを含む。リアルタイムの測位動作は、複数の衛星信号トランスミッタからそれぞれ受
信される衛星信号の信号パラメータおよび複数の衛星信号トランスミッタの位置データに
応じて、ユーザのリアルタイムの位置データを判定することができる。例えば、衛星信号
レシーバおよび衛星信号トランスミッタは全地球測位システム（ＧＰＳ）規格に準拠する
ことができる。
【００７５】
　構造面では、例えば、衛星信号レシーバは、アンテナモジュールおよび算出モジュール
を含むことができる。そのときに、少なくとも衛星信号レシーバのアンテナモジュールは
、無線信号の減衰を引き起こすように、ベースボディデバイス１１０内の構成要素がアン
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テナモジュールをブロックすることを防止するように外面１１０ｂ上に設けられる。もち
ろん、アンテナモジュールが損傷するのを防止するために、衛星信号の受信強度が許容で
きる限り、スマートスポーツ保護装置の内側に配置することもできる。
【００７６】
　具体的には、複数の衛星信号トランスミッタによって送信される衛星信号（例えば、対
地同期軌道衛星、対地静止軌道衛星）は、スマートスポーツ保護装置の衛星信号レシーバ
（例えば、ＧＰＳレシーバ）によって受信され、空間距離リセクション方法を採用するこ
とにより、算出モジュールは、算出のための既知の初期データとして、高速で移動する衛
星の瞬間的な位置を用いることによって、測定される点の位置を判定する。
【００７７】
　ＧＰＳ測位原理を用いる運動センシングモジュール１２１３が記載されているが、明ら
かに本開示はそれに限定されない。例えば、運動センシングモジュール１２１３は、無線
信号送信に基づく他の運動センサまたはそれどころか加速度計に基づく運動センサなど、
無線信号送信に基づかない運動センサなどとすることもできる。
【００７８】
　次に、図２に戻ると、回路デバイス１２０はさらに、１つまたは複数の格納ユニット１
２３、第１の無線通信ユニット１２８、第２の無線通信ユニット１２４、データ処理ユニ
ット１２５、第２の処理ユニット１２６および動力管理ユニット１２７を含むことができ
る。
【００７９】
　一実施形態では、データ収集ユニット１２１が第１の処理ユニット１２２の制御下でユ
ーザの生物学的データ、運動状態データおよび身体ジェスチャデータを含むユーザデータ
を収集した後に、データが失われることを防止するように、スマートスポーツ保護装置１
００内でローカルに配置される格納ユニット１２３にユーザデータを格納することができ
る。すなわち、格納ユニット１２３は、データ収集ユニット１２１によって収集されるユ
ーザデータを格納することができる。さらに、格納ユニット１２３は、スマートスポーツ
保護装置のシステム全体の動作データを格納することもできる。
【００８０】
　例えば、格納ユニット１２３は、１つまたは複数の導線を有する電気的接続、ポータブ
ルディスク、ハードディスク、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ：ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃ
ｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、消去可能プログラム可能読取り専用メモリ（ＥＰＲＯＭ：ｅｒ
ａｓａｂｌｅ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｒｅａｄ　ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙまたはフ
ラッシュメモリ）、光ファイバ、コンパクトディスク読取り専用メモリ（ＣＤ‐ＲＯＭ：
ｃｏｍｐａｃｔ　ｄｉｓｃ　ｒｅａｄ‐ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、光記憶デバイス、磁
気記憶デバイス、またはそれらの任意の適切な組み合わせを含むことができる。
【００８１】
　一実施形態では、リアルタイムで収集されるユーザデータを見るために、ユーザデータ
は、有線形式および／または無線形式で（好ましくは、無線で）携帯電話などの携帯端末
、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ：ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓ
ｓｉｓｔａｎｔ）、タブレットコンピュータ（ＰＡＤ）、ポータブルコンピュータなどに
アップロードすることができる。この理由から、第１の無線通信ユニット１２８は、無線
でユーザデータを携帯端末に送信することができる。
【００８２】
　スマートスポーツ保護装置は、携帯端末と通信するために様々な種類の通信プロトコル
を採用することができる。例えば、第１の無線通信ユニットは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈおよ
びＷｉｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ（Ｗｉ－Ｆｉ）を含む通信規格のうちの少なくと
も１つに準拠することができる。すなわち、第１の無線通信ユニット１２８は、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈモジュール、Ｗｉ‐Ｆｉモジュールなどの通信モジュールを含むことができる
。
【００８３】
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　構造面では、例えば、第１の無線通信ユニット１２８は無線周波数ユニットおよびアン
テナモジュールを含むことができる。そのときに、少なくともアンテナモジュールは、ベ
ースボディデバイス１１０内の構成要素によって引き起こされる無線信号の減衰の可能性
を防止するように、外面１１０ｂ上に設けられる。
【００８４】
　さらに、一実施形態では、携帯端末は、サーバ内でユーザデータに分析、組織化、シミ
ュレーションなどを行うために、有線形式および／または無線形式で（好ましくは、無線
で）ユーザデータをサーバにアップロードすることができる。この理由から、第２の無線
通信ユニット１２４は、サーバが、ユーザデータに基づいて、特定の時点のユーザデータ
を表示すること、特定の期間中のユーザの変位を算出すること、特定の時点のユーザの速
度を算出すること、特定の期間中のユーザの平均速度を算出すること、特定の期間中のユ
ーザの最大速度および最小速度を算出すること、特定の時点のユーザの加速度を算出する
こと、特定の期間中のユーザの移動軌跡を描くこと、特定の時点のユーザの生理学的状態
を分析すること、特定の時点のユーザの身体のジェスチャを提示すること、パフォーマン
スの質およびユーザの特定の高度なアクションの適時性を分析すること、ユーザの運動能
力、技術レベルおよび／またはトレーニング結果を評価することなどのうちの少なくとも
１つを行うことができるように、基地局装置を経由して無線でユーザデータをサーバに送
信することができる。
【００８５】
　装置１００は、サーバと通信するために様々な種類の通信プロトコルを採用することが
できる。例えば、第２の無線通信ユニット１２４は、超広帯域（ＵＷＢ）、チャープスペ
クトラム拡散（ＣＳＳ）、移動体通信（２Ｇ／３Ｇ／４Ｇ／５Ｇ）などの通信規格のうち
の少なくとも１つに準拠することができる。さらに、サーバは、様々なタイプのデータの
収集および分析を実施するための独立型の集中型サーバとすることができる。あるいは、
こうしたサーバは、データの収集および分析をそれぞれ実施するための分散サーバのクラ
スタ、および関連するデータを全て統合し、こうしたデータに基づいて包括的にアスリー
トの様々なパラメータを評価するための１つまたは複数の集中型サーバを含むこともでき
る。
【００８６】
　このように、本開示の実施形態によるスマートスポーツ保護装置１００は、システム内
に構築された様々な種類の関係するセンサによってリアルタイムでアスリートの生物学的
データ、運動状態データおよび身体ジェスチャデータを収集するだけでなく、一連のハー
ドウェア装置、アルゴリズムおよびソフトウェアプラットフォームを介して分析サーバに
（例えば、クラウドエンドで）、リアルタイムまたは非リアルタイムで必要に応じて収集
される関係するデータを送信することもでき、そうすることで、分析サーバはさらに、包
括的な分析を実現するように、スポーツ評価アルゴリズムと組み合わせてリアルタイムで
アスリートの一定の高度なアクションのパフォーマンスの質および適時性を分析すること
ができる。具体的には、分析サーバは、アスリートがスポーツのパフォーマンスを迅速に
改善するのを助けるように、アスリートの技術レベルおよびトレーニング結果を精密に評
価するために、試合およびトレーニングの手順全体の全データを包括的に分析することが
できる。
【００８７】
　例えば、試合またはトレーニングの際に装置１００によって収集されるデータによれば
、分析サーバは、アスリートの走行距離、走行速度、ボールをパスする瞬間の走行速度、
走行回数、ボールを蹴るために下肢を振る速度、筋肉の強さ、地面に倒れる回数、方向転
換の速度などをリアルタイムで検出することができ、アスリートが進歩し、アスリートの
パフォーマンスの強化を見極め、可能性の高い才能を見つけることなどを助けるように、
アスリートの履歴データを分析するのを助けるためにアスリートのコーチ、トレーナ、親
などにトレーニングまたは評価データを提供するように、各期間の間のアスリート血中酸
素、血圧および心拍数の身体的な指標を検出することができる。
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【００８８】
　好ましくは、一実施形態では、収集されるユーザデータおよび／または装置１００に関
係する他のデータをサーバに送信することに加えて、第２の無線通信ユニット１２４は、
スポーツをしている際のユーザの測位動作を高精度で実施するために、基地局装置と対話
することもできる。この理由から、第２の無線通信ユニット１２４は、ユーザのリアルタ
イムの測位動作のためのビーコンデータを複数の基地局装置に送信することができ、リア
ルタイムの測位動作は、複数の基地局装置によってそれぞれ受信されるビーコンデータお
よび複数の基地局装置の位置データの信号パラメータに応じて、スポーツをしている時の
ユーザのリアルタイムの位置データを判定することができる。
【００８９】
　好ましくは、例えば、正確度の高い測位時に、第２の無線通信ユニット１２４は超広帯
域（ＵＷＢ）の通信規格に準拠することができる。具体的には、第２の無線通信ユニット
１２４によって送信されるＵＷＢインパルス信号（電子タグとも呼ばれる）は、複数の測
位基地局（アンカポイントとも呼ばれる）によって受信され、次いで、複数の測位基地局
のそれぞれは、受信されたインパルス信号の特徴（例えば、強度、到来時刻、到来角など
）を測位サーバに送信することができ、測位サーバは、測位基地局の既知の座標および受
信されたインパルス信号の特徴を用いることによって、アスリートを測位するために、ス
ポーツの現場でアスリートのリアルタイムの位置座標を判定することができる。
【００９０】
　このように、ＵＷＢなど、正確度の高い測位技術に基づいて、アスリートの位置座標情
報をリアルタイムで収集することができ、次いで、ＵＷＢ通信技術によって１つの測位サ
ーバに座標情報を統合することができ、その測位サーバは、単位時間当たりのアスリート
の変位を算出し、リアルタイムの速度データなどの運動情報を算出するために、座標情報
上でリアルタイムの処理（例えば、接続の提示、エラー情報の除去など）を行うことがで
きる。さらに、その測位サーバは、サンプリング点上の時間座標の情報と組み合わせてア
スリートの試合またはトレーニングの全体のサンプリング点の全てをリアルタイムで算出
および分析することによって、アスリートの移動全体の移動軌跡を正確に算出し描き出す
ことができる。
【００９１】
　本開示の実施形態では、無線信号を外側に送信するかまたは無線信号を外側から受信す
るために、第２の無線通信ユニット１２４の少なくとも一部分は、無線信号の送信および
受信の強度を上昇させるように、装置１００の絶縁体によってできる限りブロックされな
いように配置される。
【００９２】
　具体的には、無線通信送信を実施するために、一実施形態では、第２の無線通信ユニッ
ト１２４は、測位のためのユーザデータまたはビーコンデータを含む、送信されるデータ
を、リアルタイムで無線周波信号に変換するための無線周波数モジュールと、無線周波信
号を外に放射するためのアンテナモジュールと、を含む。例えば、アンテナモジュールは
外面１１０ｂ上に設けられる。
【００９３】
　一実施形態では、信号の放射強度を最大にするために、好ましくは、アンテナモジュー
ルは、フレキシブル回路の形態で外面１１０ｂ上に直接的に印刷されるかまたは埋め込ま
れる。
【００９４】
　本明細書で以下に、図５を参照しながら、特定の一例のアンテナモジュールの詳細な構
成を詳細に説明する。特定の例では、スマートスポーツ保護装置が脚部ガードであると仮
定する。アンテナモジュールの構成は手首ガード、膝ガードなど、他のスポーツ保護装置
に応用することもできることが冗長な説明なしに明らかである。
【００９５】
　図５は、本開示の実施形態の特定の例によるアンテナモジュールの概略図を示す。
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【００９６】
　図５に示すように、２重リング形のアンテナモジュールがスマート脚部ガードの外面１
１０ｂ上に配置される。このアンテナモジュールは、フレキシブル回路の形態で脚部ガー
ドと一体にされ、脚部ガードの外側表面上に直接的に印刷されるかまたは埋め込まれる。
こうした環状のリング様の配置は、測位および信号伝達において良好な結果を実現するよ
うに、無線周波信号を送信および受信するためにアンテナモジュールがコイルの最大面積
を使用可能にすることができる。
【００９７】
　さらに、脚部ガードが働く状態にあるかどうかを知るために、脚部ガードの外面１１０
ｂ上に信号ランプを配置することができる（例えば、図５に示すように、脚部ガードの右
上の角に、電源供給および信号の状態の表示ランプ設けることができる）。図示のように
、脚部ガードの外面は、やはり、突出する構造のない滑らかな湾曲面とすることができ、
したがって、現在市場で人気のある脚部ガードの外観の設計に軽微な修正が行われ、この
ことは、人々のこれまでの審美的な基準を大いに満足させる。
【００９８】
　コストを抑え要素の利用を最大限にするために、一実施形態では、第２の無線通信ユニ
ットは、上で言及した第１の無線通信ユニットおよび運動センシングモジュール１２１３
と１つのアンテナモジュールを共有することができる。
【００９９】
　図２に戻ると、本開示の実施形態では、データ収集ユニット１２１は様々なタイプのセ
ンサとすることができ、その収集されるユーザデータはアナログ信号でもデジタル信号で
もよいので、一実施形態では、こうした信号を格納および送信するために、これらのユー
ザデータは、後続の処理のためにデータ処理ユニット１２５によってデータ信号の統一フ
ォーマットに変換することができる。すなわち、データ処理ユニット１２５は、データ収
集ユニット１２１によって収集されるユーザデータに対して、フォーマット変換、コード
化および暗号化などを行うことができる。
【０１００】
　さらに、最適な処理効率を実現するために、本開示の実施形態では、第２の処理ユニッ
ト１２６は第２の無線通信ユニット１２４の無線送信動作を制御することができる。さら
に、第２の処理ユニット１２６は、データ処理ユニット１２５のフォーマット変換動作を
制御することもできる。例えば、第２の処理ユニット１２６は、必要なデータをカプセル
化するか、暗号化するか、または前処理し、基地局とシステムとの間の、装置１００の全
データの通信を管理することができる。明らかに、本開示はこれに限定されない。第１の
処理ユニット１２２および第２の処理ユニット１２６は１つの処理ユニットになるように
一体化することもできる。
【０１０１】
　好ましくは、独立した２つの処理ユニットを採用する場合、回路デバイス１２０の電力
の利用効率を改善するために、一実施形態では、２つの処理ユニットの電源供給を別々に
制御するために動力管理ユニット１２７が採用される。すなわち、動力管理ユニット１２
７は、ユーザの使用要件に応じて電源供給デバイス１３０から第１の処理ユニット１２２
および／または第２の処理ユニット１２６に電力を選択的に供給することができる。
【０１０２】
　例えば、高精度のリアルタイムのデータ収集が必要とされる場合、第２の処理ユニット
１２６は動力管理ユニット１２７によってオンにされ、そうすることで、第２の処理ユニ
ット１２６は、高精度で測位動作を実施するように受信基地局（測位基地局）とのＵＷＢ
信号の対話を実行する。対照的に、高精度のリアルタイムのデータ収集が必要とされない
場合、または受信基地局が設けられていないかもしくは現時点で利用できない領域では、
第２の処理ユニット１２６はオフにされ、そうすることで、その待機時間を延長するため
に不要な動力消費を減らすように、スマートスポーツ保護装置は、もはや受信基地局と接
続および通信することができない。
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【０１０３】
　後者の場合は、アスリートの位置情報に対する連続の評価を保証するために、装置１０
０はやはり、携帯端末内でローカルに分析および評価を実行するように他の携帯端末（例
えば、スマートフォン）と接続するためにＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信モジュール、ＧＰＳモ
ジュールなどのモジュールを使用することができる。そのときに、携帯端末は、格納およ
びさらなる処理のために、関係する評価データをクラウドエンドサーバに送信するように
、インターネットなどを通してクラウドエンドサーバとのデータ交換を実行することがで
きる。
【０１０４】
　言い換えると、基地局に基づいた正確度の高い測位システムから接続解除した後で、装
置１００（例えば、スマート脚部ガード）はやはり、内蔵のＧＰＳモジュールを用いるこ
とによって測位動作を行い、データ通信を実行するために、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
モジュールを用いることによってスマートフォンと接続することができる。したがって、
ユーザが測位基地局のない現場でトレーニングをするかまたはスポーツをするときは、後
続の処理のために、例えば、スマートフォンにインストールされた特定のアプリケーショ
ン（Ａｐｐ：ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）によって様々な種類のユーザデータをクラウドエ
ンドサーバに送信することができる。そのときに、動力管理ユニット１２７は、スリープ
状態に入るように高精度で測位システム（第２の処理ユニット１２６）を制御する。例え
ば、装置１００上に設けられた動力スイッチボタンによって、動力管理ユニット１２７を
（例えば、スリープ状態に入るかまたは立ち上げ状態に入る）異なるモード間で切り替え
るように起動することができるか、またはＧＰＳ測位情報もしくはＵＷＢシステム情報が
スマート保護装置内で生成されるかどうかに応じて、動力管理ユニット１２７の適応調節
を起動することもできる。
【０１０５】
　最後に、図１に戻ると、装置１００では、電源供給デバイス１３０は、上で説明した様
々な種類のシステム機能を実施するように回路デバイス１２０に電力を供給することがで
きる。
【０１０６】
　装置１００の全体の寸法を小さくするように電気デバイスのサイズを小さくするために
、一実施形態では、回路デバイス１２０および電源供給デバイス１３０は、一体形成し、
（図４に示すように）ベースボディデバイス１１０内で同じ方向に傾斜することができる
。
【０１０７】
　さらに、装置１００を充電およびメンテナンスするために、一実施形態では、ベースボ
ディデバイス１１０内に回路デバイス１２０および電源供給デバイス１３０を着脱可能な
ように設けることができる。
【０１０８】
　このように、主基板とバッテリを一体化することによって、スマートスポーツ保護装置
のバッテリを交換することができ、その間に、異なるスマートスポーツ保護装置で同じ主
基板を使用することができ、そうすることで、ユーザデータの一貫性は十分に保証される
。
【０１０９】
　本明細書で以下に、図６を参照しながら、特定の一例の回路デバイス１２０および電源
供給デバイス１３０の構成を詳細に説明する。特定の例では、スマートスポーツ保護装置
が脚部ガードであると仮定する。回路デバイス１２０および電源供給デバイス１３０の構
成は手首ガード、膝ガードなど、他のスポーツ保護装置に応用することもできることが冗
長な説明なしに明らかである。
【０１１０】
　図６は、本開示の実施形態の特定の例による回路デバイスおよび電源供給デバイスの概
略図を示す。
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【０１１１】
　図６に示すように、回路デバイス１２０はデュアル中央処理装置（ＣＰＵ：ｃｅｎｔｒ
ａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）の設計を採用する。その設計では、一方のＣＰ
Ｕ（図６のＣＰＵ１）が、底層データの収集および前処理ならびに他の部分との通信を担
う第１の処理ユニット１２２に相当し、他方のＣＰＵ（図６のＣＰＵ２）が、データ送信
および測位の管理を担う第２の処理ユニット１２６に相当する。上で説明したように、機
能の一部のみが必要とされるときは、システム全体の動作の動力消費を減少させるように
、電源供給部に関する異なる設定モードを採用するように電源供給管理ＩＣを用いること
によってそのシステムの一部分の電源をオンにすることができる。電源供給管理ＩＣは動
力管理ユニット１２７に相当する。
【０１１２】
　図６のセンサ１からセンサ３は、ユーザの生物学的データおよび身体ジェスチャデータ
を含むユーザデータを収集するためのデータ収集ユニット１２１に相当する。
【０１１３】
　図６のメモリが、様々なセンサによって収集されるユーザデータを格納するための格納
ユニット１２３に相当する。
【０１１４】
　図６のＧＰＳモジュールが、ユーザの運動状態データを含むユーザデータを収集するた
めのデータ収集ユニット１２１に相当する。
【０１１５】
　図６のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ／Ｗｉ‐Ｆｉモジュールが、ユーザデータを携帯端末に無線
で送信するための第１の無線通信ユニット１２８に相当する。
【０１１６】
　図６のフロントエンド信号およびデータ処理チップ（ＩＣ）は、元の信号を所望に応じ
たデータフォーマットに変換するように、対応するプログラム機能制御を行う、収集され
る元の信号（アナログ信号およびデジタル信号を含む）に前処理を行うためのデータ処理
ユニット１２５に対応する。
【０１１７】
　図６の信号変調ＩＣおよび通信ＩＣは第２の無線通信ユニット１２４に相当する。具体
的には、信号変調ＩＣは、無線周波数で送信する前に極超短波（ＵＨＦ：　ｕｌｔｒａｈ
ｉｇｈ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号を変調することを担い、通信ＩＣは、基地局または上
流の設備とのデータ交換および対応する制御を担う。
【０１１８】
　本明細書で以下に、本開示の実施形態によるスマートスポーツ保護装置を使用のステッ
プを簡潔に説明する。
【０１１９】
　まず、アスリート（またはユーザ）は、スポーツの試合またはトレーニングの際にスマ
ートスポーツ保護装置を装着する。スマートスポーツ保護装置と従来の装置との間の装着
手順に差はなく、したがって、アスリートは同じように感じ、不快な感覚を有することは
ない。次いで、装置は、スポーツの現場もしくはトレーニングの現場の周りに配置される
リアルタイムの高周波収集装置と通信するか、またはＵＷＢ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、Ｗｉ
ｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ（Ｗｉ－Ｆｉ）など、他のネットワーク接続方式を直接
用いることによって、現場外の情報を入手する点（例えば、アクセスポイントまたはホッ
トスポット）と接続することができる。次に、装置は、有線または無線のネットワークを
通してリアルタイムで、入手した情報をバックエンド処理に転送することができ、バック
エンド処理は、取得したデータを修正し、それをクラウドエンドサーバに格納する。最後
に、サーバは、精密なアルゴリズムに従ってアスリートの体調および運動ジェスチャをシ
ミュレートし、ポータブル携帯電話などのポータブル電子装置を使用することによってフ
ロントエンドにそれらを提示することができる。
【０１２０】
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　さらに、サーバに格納および分析される様々な種類のデータは、履歴の再検討のために
暗号化して格納することができる。この理由から、好ましくは、各スマートスポーツ保護
装置に固有の識別子を割り当てることができ、そうすることで、１つの装置を同一の１人
のユーザだけによって使用することができる。すなわち、１つの装置をその時間ずっとユ
ーザ１人だけで使用でき、複数のユーザで共有することができない。装置が損傷すると、
元のユーザの履歴データの収集および格納に影響を及ぼさないように実名の登録情報に従
って修理される。
【０１２１】
　要約すると、本開示の実施形態は、従来のスポーツ保護装置の機能および構造を賢く再
構築し、従来の保護機能に加えて一定のスマート機能をさらに有するようにさせる。具体
的には、本開示の実施形態によるスマートスポーツ保護装置では、ＵＷＢ測位システム用
のアンテナモジュールを、測位およびデータ伝送のために装置の外面の層上に備えること
ができる；心拍数、血中酸素、筋電位などを測定するためのバイオセンサを皮膚と接触す
る装置の内面上に配置することができる；主回路基板およびバッテリは、損傷を避けるた
めに装置の最も頑丈な（外面と内面との間に挟まれる）位置に配置することができる。さ
らに、主基板およびバッテリの一部分は、ユーザの要件に応じて異なるスマートスポーツ
保護装置に取り付けまたはそこから取り外しされる着脱可能な部品になるように作製する
ことができ、バッテリを充電するための充電インターフェースは、装置の端部または側部
に配置され、そうすることで、装置は（無線充電のための）専用の充電デバイス上に配置
するか、または専用の充電ケーブルを介して充電することができる。
【０１２２】
　上で説明した構成によって、本開示の実施形態によるスマートスポーツ保護装置は、（
１）アスリートの運動速度のリアルタイムの正確な測定（その測定エラーは１秒当たり０
．１～０．３メートル未満にすることができる）；（２）アスリートの移動軌跡の再現；
（３）アスリートの体調を反映するアスリートの関係する生理学的指標のリアルタイムの
収集；（４）アスリートの身体ジェスチャのリアルタイムの表示；（５）関係する高度な
アクションのパフォーマンス効率の評価および総合的な運動能力の評価；および（６）包
括的に分析および格納するための、要件に応じたサーバへの関係する全データのリアルタ
イムの送信を含む機能を実現する。
【０１２３】
　さらに、本開示の実施形態では、試合またはトレーニングの全工程にわたって、関係す
る運動およびアスリートの様々な種類の生理学的情報（限定されないが、速度、身体ジェ
スチャ、心拍数、脈拍、血中酸素、血圧、心電体温などを含む）リアルタイムのデータを
収集した後に、アスリートのトレーニングおよび評価のための科学的な参考資料を提供す
るように、様々な種類のハードウェア装置、アルゴリズムおよびソフトウェアプラットフ
ォームによってリアルタイムで収集されるデータを分析することによって、任意の時点で
のアスリートの身体の状態を再現することができる。
【０１２４】
　従来のスマートハンドリングと比べると、アスリートの体調および身体ジェスチャを包
括的に算出するように、本開示の実施形態によるスマートスポーツ保護装置には、より多
くのユーザデータをより正確な手法で収集するためにより多くのタイプのセンサが内蔵さ
れる。さらに、本装置は、ＵＷＢなどの精密な測位技術を用いることによって、アスリー
トの移動速度をリアルタイムで測定することができ、したがって、その適時性および正確
度はスマートハンドリングよりもずっと良好である。さらに、アスリートの身体に追加の
装置を装備しないので、スポーツをしている間に発生する不快な感覚がなく、このことは
、通常のパフォーマンスレベルでスポーツをできることを保証する。
【０１２５】
　一例としてフットボールを挙げると、フットボールの試合では、各選手に脚部ガードが
不可欠な装備である。本開示の実施形態によるスマート脚部ガードは、選手がトレーニン
グをするのを助け、より科学的に実現度を改善するように、追加の装備を追加せずに選手
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の身体を負傷から保護しながら、後から分析するためにフットボールの試合に関係するリ
アルタイムのデータを好都合に収集することができる。さらに、材料および構造の改善に
よって、スマート脚部ガードと従来の脚部ガードとの間の装着に差がない。
【０１２６】
　このように、本開示の実施形態が、アスリートのスポーツ活動（例えば、フットボール
）におけるデータのリアルタイムの収集、格納および送信の課題を解決できることを理解
することができ、このことは、アスリートの体調、運動状態などを分析するためにアスリ
ートのコーチ、トレーナ、親などにとって有益である。さらに、必要に応じてアスリート
の移動軌跡を再生することができ、このことは、コーチまたは他の人たちがアスリートの
総合的データを知ることを可能にする。さらに、スポーツの個別指導の利用の際に、短期
データおよび長期データの提示によって親が子供の身体状態を観察し進歩をまとめること
が可能になる。さらに、リアルタイムの試合のデータとして収集されるアスリートの位置
座標を送信して実際の試合のシーンをリアルタイムでシミュレートできるので、任意の地
理的領域、任意の技術レベルおよび任意の年齢群のリアルタイムの試合データを、全国に
わたってまたはそれどころか世界中にわたって再現および視覚化することができる。さら
に、これは、フットボールまたは他の競技スポーツのトレーニング効率を大幅に改善する
ように、試合の選手に関する大規模なデータ収集の作業を容易にし、スポーツのトレーニ
ングに磨きをかけ、大規模データの分析によって、才能のある選手を区別する。
【０１２７】
　本開示のいくつかの実施形態を説明してきたが、それらの実施形態は単なる一例として
提示されており、本開示の範囲を限定するものではない。実際に、本明細書で説明する新
規の装置、方法およびシステムは様々な他の形態で実施することができ；さらに、本開示
の精神から逸脱することなく、本明細書で説明した装置、方法およびシステムの形態で様
々な省略、交換および変更を行うことができる。添付の特許請求の範囲およびそれらの等
価物は、そのような形態または修正を、本開示の範囲および精神に含まれるように包含す
ることが意図される。
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